
昨年７月に編集委員を仰せつか

りしまして，はや一年あまりが過

ぎました．これまでプラズマ・核融合学会とは直接関わり

をもっておらず，本学会の様子が右も左もわからないなが

らも，周りの方に助けていただきながら進めてまいりまし

た．今年からはApplied Plasma Physics（APP）分野の副主

査もさせていただき，毎月編集委員会に顔を出すことにな

り，学会全体の様子がより把握できるようになったところ

です．編集委員になったことで，私としては色々勉強させ

ていただいております．

さて，今年は本州を直撃したいくつかの台風の季節も過

ぎ，気温も低くなってきました．秋から冬に変わろうとし

ています．大学では，夏休みが終わって後期に入ると，“よ

うやく”卒業研究が本格的になり，研究室内に活気が出始

め，指導にも本腰が入ってくる時期です．今年は，どのよ

うな研究成果が生まれて，卒研生がどれだけ成長してくれ

るのか，毎年の風物詩とはいえ，楽しみです．

今月号はプロジェクトレビューとして「核融合科学研究

所における数値実験炉研究プロジェクト」が掲載されてい

ます．核融合プラズマにおけるシミュレーション研究や基

礎物理に関する内容です．核融合プラズマにおいても低温

プラズマにおいても，実験（計測や診断）のみでは理解で

きることが限られており，ハードウェアの進化とともにま

すますシミュレーションの役割が大きくなってきているよ

うに感じます．また，解説では「流れをもつMHD平衡理

論」を取り上げています．今号は，理論やシミュレーショ

ンに関する興味深いトピックスが掲載され，読者の皆様方

も楽しまれることを願っております． （太田貴之）
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